
　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る『
鉱
石

の
道
』エ
リ
ア
の
１
つ
、
朝
来
市
佐さ

の
う嚢

の

“
神み

こ
ば
た

子
畑
鉱
山
”。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
平

安
時
代
に
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
15
世

紀
か
ら
採
鉱
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
明
治
11
年
に
は
新
鉱
脈
が
発
見
さ

れ
、
生
野
鉱
山
の
支
山
「
加か

せ
い
や
ま

盛
山
」
と
し

て
銀
の
採
鉱
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

し
か
し
徐
々
に
鉱
脈
が
減
少
し
、
探
鉱

採
鉱
場
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
明

治
42
年
に
明あ

け
の
べ延

鉱
山
（
養
父
市
）で
錫す

ず

鉱

脈
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
採
鉱
は
明
延
に

移
り
、
神
子
畑
は
鉱
石
を
選
鉱
す
る
大

規
模
な
「
機
械
選
鉱
場
」へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
山
の
斜
面
を
利
用
し
た
選
鉱
場

は
、
規
模
・
産
出
量
と
も
に“
東
洋
一
”

と
い
わ
れ
、
海
外
か
ら
視
察
団
が
訪
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
。

　

最
盛
期
に
は
３
７
０
世
帯
が
生
活
を
し

て
お
り
、
鉱
山
が
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー
の
購

買
会
、
協
和
会
館（
映
画
・
芝
居
・コ
ン
サ
ー

ト
）や
文
化
会
館
（
卓
球
・
柔
道
・ビ
リ
ヤ
ー

ド
）な
ど
、
鉱
山
従
業
員
の
福
利
厚
生
施

設
も
充
実
し
て
い
た
。
現
在
も
一
部
で
は
あ

る
が
、
こ
の
ま
ち
が
鉱
山
で
栄
え
て
い
た
当

時
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

但馬の未来をデザインする

T A J I M A  D E S I G N

鉱石の道「神子畑鉱山」
特集

か
つ
て
東
洋
一
と
い
わ
れ
た「
神
子
畑
選
鉱
場
」

近
代
化
産
業
遺
産
が
残
る
ま
ち

神
子
畑
鉱
山
ま
ち
の
足
跡

一円電車

シックナー

トロッコ軌道とトンネル跡
社宅が並ぶ神子畑地区（写真奥が選鉱場）

24時間稼働で「不夜城」と呼ばれていた
在りし日の神子畑選鉱場
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ま
た
、
毎
年
４
月
13
日
か
ら
15
日
に
は
、

鉱
山
の
繁
栄
と
安
全
を
祈
願
す
る
「
山

神
祭
」
を
開
催
。“
さ
ん
じ
ん
さ
ん
”の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、
そ
の
日
は
鉱
山
も
休
業

と
な
っ
て
立
派
な
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩

い
て
賑
わ
っ
た
。

　

し
か
し
昭
和
62
年
、
明
延
鉱
山
の
閉
山

に
伴
い
神
子
畑
選
鉱
場
も
閉
鎖
。
か
つ
て

は
１
３
０
０
人
も
の
人
が
暮
ら
し
た
ま
ち

も
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
住
民
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
現
状
だ
。

　

現
在
、
選
鉱
場
跡
周
辺
は
公
園
整
備

さ
れ
、
往
時
を
偲
ぶ
様
々
な
近
代
化
産
業

遺
産
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

選
鉱
場
は
閉
鎖
後
も
長
ら
く
建
物
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
が
、
老
朽
化
の
た
め

平
成
16
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
構
造
物
と
選
鉱
場

の
上
下
を
結
ん
で
い
た
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
跡

が
残
っ
て
い
る
。
使
用
済
み
の
液
体
中
に
混

じ
る
個
体
粒
子
（
ス
ラ
イ
ム
）と
水
に
分
離

す
る
た
め
の
水
槽
「
シ
ッ
ク
ナ
ー
」
は
、
巨

大
な
円
錐
型
が
特
徴
的
で
ま
る
で
宇
宙
船

の
よ
う
だ
。

　

神
子
畑
小
学
校
跡
の
体
育
館
は
当
時

の
最
新
技
術
で
あ
る
プ
レ
コ
ン
工
法
で
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
も
そ
の
貴
重
な
遺

構
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
代
化
産
業
遺
産
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
神
子
畑
区

採鉱の洞窟跡の間歩（まぶ） 一円電車

神子畑選鉱場跡

神子畑小学校跡の体育館

グラウンド跡には
プールの手すりが

そのまま残っています。

一円電車がモチーフの
橋の欄干が
カワイイ！
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会
や
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
て
多

く
の
人
で
賑
わ
う
。
昨
年
は
選
鉱
場
操
業

１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
通
常
は
立
ち
入

り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
選
鉱
場
跡
の
構
造

上
部
を
特
別
公
開
す
る
催
し
も
行
な
っ

た
。
限
定
３
０
０
名
が
参
加
し
、
普
段
見

ら
れ
な
い
場
所
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
め
る

貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

今
年
、
選
鉱
場
跡
前
に
新
た
な
観
光

拠
点
と
な
る
「
鉱
石
の
道
神
子
畑
交
流

館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
高
齢
者
福
祉
施
設
を

改
修
し
、
鉱
石
の
道
推
進
協
議
会
が
制
作

し
た
明
延
〜
神
子
畑
間
の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
、

山
神
祭
に
使
用
さ
れ
て
い
た
神
輿
や
映
画

に
使
用
し
た
映
写
機
の
展
示
を
行
い
、
観

光
客
へ
の
情
報
提
供
に
繋
げ
る
と
い
う
。

は
、
ま
ち
の
景
色
を
目
的
に
人
が
訪
れ
る

姿
を
見
て
、
改
め
て
地
域
の
魅
力
に
気
付

か
さ
れ
た
と
話
す
。

　

同
協
議
会
は
山
内
さ
ん
を
中
心
に
地

元
住
民
ら
で
平
成
24
年
に
発
足
。
現
在
、

11
名
が
所
属
し
ム
ー
セ
旧
居
の
管
理
や
観

光
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
た
ま
た
ま
訪
れ
た
人
と
話
す
中
で
、

鉱
山
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
ら
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
見
に
き
て
く
れ
る
人

が
い
る
な
ら
、
鉱
山
の
歴
史
や
そ
の
魅
力

を
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い
で
ガ
イ
ド
を
始

め
ま
し
た
」
と
山
内
さ
ん
。
ガ
イ
ド
参
加

者
か
ら
は
、
地
元
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
と
好
評
だ
。

　

毎
年
春
に
は
、
協
議
会
主
催
で
「
神
子

畑
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
。
産
業
遺
産
を
眺

め
な
が
ら
桜
を
愛
で
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
ミ
ニ
一
円
電
車
乗
車

新
し
い
観
光
拠
点

神
子
畑
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン

　

元
々
生
野
鉱
山
に
建
設
さ
れ
た
外
国

人
宿
舎
の
通
称
「
ム
ー
セ
旧
居
」。
明
治

21
年
、
神
子
畑
鉱
山
開
発
に
伴
っ
て
こ
の

地
に
移
設
さ
れ
、
鉱
山
事
務
舎
や
診
療

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
現
在
は
写

真
家
・
織
作
峰
子
氏
の
作
品
を
展
示
す

る
写
真
美
術
館
や
鉱
山
関
係
の
資
料
を

展
示
す
る
資
料
館
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
道
４
２
９
号
沿
い
に
か
か
る
「
神
子

畑
鋳
鉄
橋
」
は
、
神
子
畑
か
ら
生
野
ま
で

の
運
搬
道
中
に
か
け
ら
れ
て
い
た
橋
で
、
日

本
に
現
存
す
る
全
鋳
鉄
製
の
橋
と
し
て
は

日
本
最
古
の
も
の
で
ぜ
ひ
見
て
欲
し
い
。

　

ま
ち
の
人
口
減
少
が
進
む
一
方
で
、
神

子
畑
を
訪
れ
る
人
の
数
は
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
以
前
か
ら
、廃
墟
好
き
や
産
業
遺
産

フ
ァ
ン
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成

29
年
の
日
本
遺
産
認
定
を
き
っ
か
け
に
数

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
等
で
取
り
上
げ
ら
た
こ
と

も
１
つ
の
要
因
だ
ろ
う
。
市
の
調
べ
に
よ
る

と
、
平
成
28
年
に
は
約
５
５
０
０
人
だ
っ
た

が
、
昨
年
は
約
１
万
７
０
０
０
人
と
認
定

前
に
比
べ
て
３
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
に
と
っ
て
は
昔
か
ら
あ
る
日
常

の
景
色
で
、
こ
れ
ら
が
観
光
資
源
に
な
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
は
、
神
子
畑

鉱
石
の
道
推
進
協
議
会
会
長
の
山
内
隆

治
郎
さ
ん
。
区
長
も
務
め
る
山
内
さ
ん

神子畑選鉱場跡、シックナー、
ムーセ旧居、日本最古の鋳鉄橋…
日常の景色が魅力の観光資源に。

訪
問
客
が
３
倍
！

観
光
ガ
イ
ド
で
魅
力
を
発
信

（上）ムーセ旧居。明治22年〜29年に宮内省
御料局となり、瓦に菊の紋章が残っている。県
重要有形文化財(建造物)
（下）神子畑鋳鉄橋。国指定文化財（建造物）

構造上部からの眺望。今年も特別公開を行う予定にして
おり、秋頃の開催を計画中。
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「
こ
れ
ま
で
は
観
光
と
い
っ
て
も
、
選
鉱

場
跡
や
シ
ッ
ク
ナ
ー
を
見
た
ら
す
ぐ
に
移

動
し
て
し
ま
う
と
い
う
滞
在
時
間
の
短
さ

が
課
題
で
し
た
。
で
き
る
だ
け
こ
の
ま
ち
に

滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
交
流
館
を
上

手
く
活
用
し
て
交
流
人
口
を
増
や
す
仕

掛
け
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。
交
流
館

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
の
他
に
、
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
地
元
農
家
が
作
っ
た
野
菜

を
販
売
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
地
元

の
人
た
ち
の
活
性
化
に
も
期
待
し
て
い
る
。

　

日
本
遺
産
認
定
と
と
も
に
、コ
ス
プ
レ
や

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
撮
影
に
使
用
さ
れ

る
な
ど
、
観
光
だ
け
で
な
い
新
た
な
場
面

で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。
特
に
ロ

ケ
誘
致
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
産
業
遺
産
が

漂
わ
せ
る
“
日
本
で
は
な
い
空
気
感
”
が

人
気
を
呼
び
、
制
作
会
社
の
口
コ
ミ
で
広

が
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
廃
鉱
山
と
鉱
石
輸
送
路
を
舞
台

に
し
た
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
鉱ヤ

マ山
と
道

の
芸
術
祭
」
も
開
催
。
神
子
畑
で
は
シ
ッ
ク

ナ
ー
、
旧
神
子
畑
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

が
舞
台
と
な
り
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
に

滞
在
し
な
が
ら
作
品
を
制
作
し
た
。

　

市
で
は
「
神
子
畑
の
魅
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
朝
来
市
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
観
光
地
に
し
て
い
き
た

い
」
と
実
際
に
鉱
石
の
道
を
歩
け
る
よ
う

な
ス
ポ
ッ
ト
も
整
備
す
る
予
定
だ
。

　
「
地
元
と
の
交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と

で
、
最
終
的
に
は
移
住
さ
れ
る
方
が
出
て

く
る
と
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
鉱
石
の
道

を
軸
に
繋
が
っ
て
き
た
近
隣
の
人
た
ち
と

も
協
力
し
て
、
ま
ち
の
発
展
の
た
め
に
い
ろ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
山
内
さ

ん
は
今
後
の
目
標
を
語
っ
て
く
れ
た
。
９

月
に
は
朝
来
へ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配

属
が
決
ま
っ
て
お
り
、神
子
畑
に
吹
く
新
し

い
風
に
も
期
待
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
多
く
の
人
た
ち
で
栄
え
た
神
子

畑
の
鉱
山
町
。
鉱
石
の
道
で
繋
が
っ
た
こ
の

地
に
残
る
、
近
代
化
産
業
遺
産
や
地
域
の

人
々
と
ふ
れ
あ
う
新
た
な
“
交
流
の
道
”

は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

今
後
の
ま
ち
の
取
り
組
み

シックナーをモチーフにしたTシャ
ツや手ぬぐい、トートバッグ、クリア
ファイルなど神子畑オリジナルグッ
ズも販売している。

交流館には、明治からの昭和にかけての思い出品
や写真を展示している。10〜17時、水曜休館。

◀︎ミュージックビデオ
撮影の様子。動画投稿サ
イト「YouTube」などで
公開された。

▶︎「
鉱
山
と
道
の
芸
術
祭
」

の
様
子
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
、
選
鉱
所
跡
や
シ
ッ
ク

ナ
ー
を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が

公
開
さ
れ
た
。

【ガイド情報】
◆ガイド1人につき2,000円（20 〜30人程度） 
◆約１時間程度（要事前予約）

（問・予約）ムーセ旧居 079-677-1717
（問・予約）神子畑交流館 079-666-8002
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